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家庭向け人権啓発紙 第７７号（令和８年７月）                 発行：小山市教育委員会 

「こどもの権利条約」から学ぶ、親子のコミュニケーション 

３ 生命、生存及び発達に対する権利  

～心と体のエネルギーを満タンに！～ 

すべてのこどもが、安心して生き、心も体も健やか
に成長する権利です。栄養のある食事や安全な環境は
もちろん、「夢中になって遊ぶ」時間も、未来を生き
る力を育む大切な心の栄養（発達）です。 
 
こんなとき、考えてみましょう 

（例：夢中になって遊んでいるとき） 

× NG：「いつまで遊んでいるの！そんなことより、 

ひらがなの練習をしなさい！」 

（→大人が考える「学び」を優先し、こどもの「遊 

びたい」という発達のサインを見過ごしているかも） 

○ OK：「すごい集中力だね！遊びに夢中になるのも、大事 

な成長の時間だよ。あと10分だけ遊んだら、次 

は何をするか一緒に決めようか。」 

        （→遊びが発達にとって重要であることを認め、こど 

もの気持ちを尊重しながら、見通しを立てられる 

ように関わる） 

１ 差別の禁止  

～どの子もみんな大切～ 

グローバル化が進み、学校には様々な国にルーツをも

つこどもたちがいます。大人の無意識な一言が、こども

の中に偏見を植え付けてしまうことがあります。 
 

こんなとき、考えてみましょう 

（例：外国にルーツをもつ友達ができたと聞いたとき） 

× NG：「〇〇さんの国って、なんだか大変そうだね。 

あまり深入りしないほうがいいんじゃない。」 

（→国や文化に対する偏見（ステレオタイプ）を

口にすることで、こどもの自由な人間関係を

妨げ、差別的の種をまいてしまいます。） 

○ OK：「そうなんだ！〇〇さんの国のこと、今度教え 

てもらえるといいね。日本の文化とどんなと 

ころが違うのか、お父さんも知りたいな。」 

（→異文化への好奇心や尊重する姿勢を見せること 

で、こどもは多様性を身に付け、豊かな人間関 

係を築く力を育みます。） 

２ こどもの最善の利益  

～あなたにとって一番よいことは何かな？～ 

こどもに関することを決めるとき、大人の都合で

はなく「その子にとって何が一番よいことか」を第

一に考えるという約束です。決定の「ものさし」を

こどもに合わせるイメージです。 
 

こんなとき、考えてみましょう 

（例：習い事を続けるか迷ったとき） 

× NG：「お母さんの送り迎えが大変だから、 

この習い事はやめなさい。」 

（→親の都合がものさしになっている） 

○ OK：「最近、疲れているみたいだけど、この習い事はど 

うかな？もし大変なら、あなたにとって一番い 

い方法を一緒に考えようか。」 

（→こどもの状態をものさしに、最善の選択肢を探 

る姿勢） 

４ こどもの意見の尊重  

～あなたの「思い」を聴かせてね～ 

こどもは、自分に関わることについて意見を表明する権

利があり、大人はその意見を真剣に聴き、尊重することが

大切です。 

 

こんなとき、考えてみましょう 

（例：習い事を続けるか話し合うとき） 

× NG：「文句を言わずに続けなさい！ピアノは将来のた 

めになるんだから！」 

（→親の考えを押し付け、こどもの意見を封じている。） 

○ OK：「お母さんは続けた方がいいと思うけど、あなたはど 

うしたいの？あなたの考えを教えてほしいな。」 

（→こどもの意見を尋ね、その思いを受け止めてか 

ら一緒に考える姿勢） 

完璧な親でなくても大丈夫です。こどもを一人の人間として尊重し、
その声に耳を傾けることが、健やかな成長への第一歩です。日々の関わ
りの中で、「こどもの権利条約」を意識してみませんか。 

こどもが幸せに生きることは、「こどもの権利条約」で世界が約束しています。その思いは
日本の「こども基本法」（令和5年4月1日施行）の土台にもなっております。 
この大切な約束から、日々の親子のコミュニケーションについて学んでみませんか？ 


